
会
長
あ
い
さ
つ

「
農
業
政
策
に
関
す
る
意
見
書
」

を
市
長
に
提
出

相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

農
業
委
員・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
担
当
区
域

農
事
組
合
法
人
四
本
松
が
発
足

「
地
域
計
画
」
策
定
の
た
め

地
域
で
話
し
合
い
を
進
め

て
い
ま
す

山
陽
小
野
田
市
功
労
者
表
彰

農
地
法
の
申
請
は

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
を

農
業
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

農
業
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

委
員
の
活
動
報
告

委
員
の
活
動
報
告

レ
シ
ピ
紹
介

レ
シ
ピ
紹
介

農
業
者
の
た
め
の

農
業
者
の
た
め
の

農
業
者
年
金
制
度

農
業
者
年
金
制
度
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集
後
記

編
集
後
記
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令
和
5
年
度

は
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
で
新
し

い
農
業
委
員
会

へ
」
の
目
標
を

掲
げ
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の

た
め
、
農
業
委
員
会
活
動
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
、
農
業
委
員
会
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
頃
使
い
慣
れ
な

い
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
挑
戦
に
よ
り
、
当

初
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
多
く
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、

研
修
を
重
ね
る
内
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

用
に
も
徐
々
に
慣
れ
て
行
き
、
農
業
委

員
会
総
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
農
地

利
用
状
況
調
査
で
の
運
用
開
始
な
ど
、

今
で
は
業
務
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
本
市
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

有
効
活
用
を
視
察
す
る
た
め
、
全
国
各

地
の
農
業
委
員
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
令
和
5
年
度
に

は
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
と
茨
城
県
神

栖
市
の
視
察
が
あ
り
、
研
修
と
交
流
を

深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
4
月
に
改
正
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、

地
域
農
業
の
将
来
方
針
を
定
め
て
い
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
「
地
域
計
画
」

と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
計

画
と
は
、
10
年
後
の
地
域
農
業
の
設
計

図
を
定
め
る
も
の
で
、
複
数
の
集
落
ご

と
で
話
し
合
い
を
行
い
、
農
地
一
筆
ご

と
に
10
年
後
の
耕
作
者
を
特
定
す
る
目

標
地
図
の
素
案
を
作
成
し
、
担
い
手
や

多
様
な
経
営
体
に
農
地
の
集
約
化
を
図

り
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
取
組
で
、
地
域
で
の
話
し

合
い
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
農
業
従
事
者
の
平
均

年
齢
は
70
歳
で
10
年
後
の
我
が
国
の
農

業
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
見
通
せ

ま
せ
ん
。
加
え
て
頻
発
す
る
豪
雨
や
温

暖
化
が
も
た
ら
す
水
稲
の
白
濁
化
、
害

虫
の
異
常
発
生
、
野
菜
の
生
育
不
良
な

ど
、
心
が
休
ま
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
、

技
術
革
新
が
進
み
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
、
新
品
種
の
開
発
な
ど
明
る
い
兆

し
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　「
ま
ず
隗(

か
い)

よ
り
始
め
よ
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
我
々
が
培
っ

て
き
た
農
業
の
技
術
や
経
験
を
次
世
代

へ
伝
承
す
る
た
め
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
家
の
皆
様

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
業

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
第
38
条
の
規
定
に
よ
り
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
つ
い
て
、
関

係
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
具
体
的
な

意
見
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
、

市
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
が
、
令
和
5
年
度
に
お
い
て
は
、

9
月
29
日
、
田
尾
会
長
、
五
十
嵐
会
長

職
務
代
理
者
及
び
木
村
幹
事
長
が
市
長

を
訪
ね
、「
令
和
6
年
度
山
陽
小
野
田
市

農
業
政
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出

し
、
農
業
情
勢
に
関
す
る
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
市
長
を
は
じ
め
副
市
長
、

経
済
部
長
、
農
林
水
産
課
長
、
同
技
監
が

出
席
さ
れ
、
夏
の
高
温
障
害
に
よ
り
一
等

米
の
割
合
が
減
っ
て
い
る
こ
と
、
カ
メ
ム

シ
が
大
発
生
し
被
害
も
大
き
い
こ
と
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
世
界
情
勢
の
不
安
定
化

に
よ
り
、
農
薬
・
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材

価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
本
格
運
用
に
よ
り
農
業
委
員
会

活
動
の
業
務
効
率
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
な

ど
、
お
よ
そ
30
分
間
、
闊
達
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
長
か
ら
は
中
山
間
地
域
の

農
事
組
合
法
人
の
農
業
収
入
が
減
っ
て

い
る
理
由
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
意
見
書
は
、
農
業
委
員

会
の
幹
事
会
が
中
心
と
な
っ
て
作
成

し
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
要
望
な
ど
も
十
分
に
反
映
し

た
上
で
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
担
い
手

支
援
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、「
就
農

応
援
事
業
の
創
設
」、「
中
山
間
地
域
の

集
落
営
農
へ
の
支
援
」
及
び
「
U
タ
ー

ン
等
の
定
年
帰
農
者
の
支
援
」
の
3
点

に
つ
い
て
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
令
和

6
年
度
予
算
の
編
成
に
反
映
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
提
出
し
た
も
の
で
す
。

　
意
見
書
の
概
要
及
び
市
の
取
り
組
み

等
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
陽
小
野
田
市
農
業
委
員
会
　

会
長　

田
尾
　
光
一

「
農
業
政
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
市
長
に
提
出

「
地
域
計
画
の
策
定
」
に
向
け
て
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令和６年４月１日から

相続登記の申請が義務化されます
〇相続登記の申請手続きや書式は、法務省・法務局のホームページに掲載されています。
〇司法書士は、相続人からの依頼を受けて相続登記申請をすることができます。
　詳しくは、「山口県司法書士会　相談」で検索してください。
〇正当な理由なく、申請義務に違反した場合、10万円以下の過料が科される場合があります。

農業委員会の意見 令和6年度の取り組み等

①就農応援事業の創設
（意見の概要）
　若者や社会人が農業を始める場合、県立農業大学校に入学し
たり、「やまぐち就農支援塾」の社会人研修を受講する等して
一定の技術を習得し、その後、農家での実習などを経て就農・
就業となります。
　これら在校生・研修生に対する補助制度は現在のところあり
ませんが、近隣の美祢市では補助を行っています。地域農業の
新たな担い手を確保するのは喫緊の課題であるため、同様な補
助制度を導入されますよう要望します。
（具体的な施策）
〇県立農業大学校ややまぐち就農支援塾の学費、授業料等に
ついての補助制度の導入

　現在、本市では、新規就農後、一定の要
件を満たすと機械や施設の購入経費に係る
補助や家賃補助の支援を行っております。
　ご意見をいただいた県立農業大学校やや
まぐち就農支援塾の学費や授業料等の支援
事業については、現在、創設しておりませ
んが、近隣市を参考に事業創設について研
究していきたいと思います。

②中山間地域の集落営農への支援
（意見の概要）
　中山間地域から都会に転出して就職され、退職後にふるさと
に戻って帰農を予定していた人々は、昨今の定年延長制度の影
響等を受け、Ｕターンされる方が減少しています。また、今ま
で中山間地域で農地を守ってきた耕作者も高齢化し、後継者も
ほとんど存在しない事態に陥っています。また、農事組合法人
の農業収入も下がり続けており、農業の継続が非常に難しく
なっています。
（具体的な施策）
〇中山間地域の農事組合法人等に対し、ソフト及びハードの
総合的な支援

　中山間地域では、中山間地域等直接支払
制度や多面的機能支払交付金など国の事業
を活用し農業経営を行っていますが、経営
を継続させていくことが、非常に厳しいの
が現状です。
　ご意見をいただいた農事組合法人に対す
る支援事業については、法人へ聞き取り等
を行い、必要な支援を検討したいと思いま
す。

③Uターン等の定年帰農者の支援
（意見の概要）
　現在、ワーケーションなど地方移住に対する関心が高まりつ
つあり、ＵＩＪターンの希望者も増加傾向にあります。また、
今後、65歳以上で退職された方が就農を考えるケースも予想
されますが、これらの方への補助制度はありません。地域計画
では、多様な担い手の確保が求められていることから、新たな
支援が求められます。
（具体的な施策）
〇市の新規就農に関する資料や情報窓口を充実させること
〇農機具の一定額の補助や低金利融資のあっせん等
〇営農に関する専門アドバイザーの派遣等

　新規就農に関するチラシ「新規就農ガイ
ド」を令和４年度に刷新し、最新の情報を
発信しています。市のホームページにおい
ても情報を掲載しております。
　また、ＪＡ・美祢農林水産事務所・農業
委員会等の関係機関と連携を図り、新規就
農者の確保に努めております。
　定年帰農者に対する支援については、今
後の情勢を踏まえ、研究していきたいと思
います。
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○○推推 農農地地利利用用最最適適化化推推進進委委員員・・○○農農 農農業業委委員員    
((22002233 年年 77 月月 2200 日日～～))  

第５区 第５区 

○農 田中 覺 
○推 中島 一雄 

第5 区 

○農 緒方 始  
○推 村上 浩樹 

 

○農 池田 直美 
○推 久芳 勝彦 
第７区 

○農 藤田 勲 
○推 伊藤 和彦 

第９区 

○農 中島由紀子 
○推 植村 隆志 

第10区 

第14区 

○農 村上 雅彦  
○推 水津 治 

第１４区 

○農 五十嵐 奨 
○推 前島 昭博 
第13 区 

○農 森田 祐三  
○推 田村 恭子 

第12 区 ○農 田尾 光一 
○推 枝村 愼一 

第８区 

○推 篠原 佐二郎 
第１区 

○農 二井 一夫 ○推 西田 直和 
○農 国吉 彰 

第11区 

第11 区 

○推 岩本 新吉 
第 3 区 

 ○農 藤井 豊 

○推 野村 勝義 

○農 相本 まゆみ 
 

第２区 

○農 辻村 勝好  
○推 木村 芳則 

第４区 

農業委員・農地利用最適化推進委員の担当区域
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令
和
5
年
4
月
16
日
に
、
市
内
で
7

つ
目
の
農
事
組
合
法
人
「
四
本
松
」
の

設
立
総
会
が
、
厚
狭
地
区
複
合
施
設
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
の
目
的
は
農

業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で

は
ふ
る
さ
と
の
農
地
の
維
持
・
継
続
が

困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
美
田
を
次
世

代
に
託
す
た
め
に
地
元
の
有
志
が
法
人

設
立
に
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
、
同
時

に
地
区
内
の
圃
場
整
備
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
総
会
で
は
、
発
起
人
代
表
で
法
人
の

会
長
と
な
っ
た
田
尾
光
一
さ
ん
が
、
法

人
設
立
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た
る
経
緯

を
説
明
し
、
今
後
は
多
角
的
な
農
業
経

営
を
行
い
、
新
た
な
農
業
従
事
者
の
発

掘
、
生
産
性
の
向
上
、
販
路
拡
大
に

も
取
り
組
み
た
い
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
法
人
の
名
称
「
四
本
松
」
の

由
来
は
、
厚
狭
毛
利
家
の
時
代
に
郡
の

居
館
が
「
四
本
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
法
人
の

対
象
エ
リ
ア
は
、
厚
狭
の
郡
・
川
東
地

区
で
、
組
合
員
は
71
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
設
立
当
初
は
、
水
稲
栽
培
12

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
中
心
に
事
業
を
進
め
、

そ
の
後
は
高
収
益
野
菜
等
の
栽
培
に
も

取
り
組
み
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
予

定
で
す
。
農
業
法
人
の
団
体
で
あ
る「
山

陽
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合
」

に
も
参
加
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
共
同
利
用

等
も
行
い
ま
す
。

　
圃
場
整
備
の
工
事
の
完
成
ま
で
は
、

も
う
少
し
時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
工
事
完
成
後
は
持
続
可
能
な
農
業

に
法
人
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
計
画
と
は
、
農
業
者
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
地
域
ご
と
で
話
し
合

い
を
行
い
、
農
業
の
効
率
化
の
た
め
に

農
地
の
集
約
化
や
、将
来
、「
誰
が
」、「
ど

の
よ
う
に
」
農
地
を
利
用
す
る
か
一
筆

ご
と
に
明
確
化
し
た
「
目
標
地
図
」
を

示
す
計
画
の
こ
と
で
す
。
令
和
5
・
6

年
度
で
農
業
者
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
、
関
係
機
関
に
よ
る
話
し
合
い
を
進

め
、
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

地域の農業をより良くする
５つのステップ
①　アンケートや個別訪問によ
る意向把握

②　目標地図の素案の作成

③　関係者による「協議の場」
の設置（地域での話し合い）

④　「地域計画」の策定

⑤　「地域計画」の実行

令和６年度に話し合いを行う地区（予定）
地域計画の地区 地区内の集落 目標地図の区域

厚狭北部地区 川上、平沼田、森広、
籾の木、高の巣

○川上
○平沼田
○森広、籾の木、高の巣

厚狭中部地区 赤川、柳瀬、福正寺、沓・
山田、石束・不動寺原

○赤川、柳瀬
○福正寺、沓・山田
○石束・不動寺原

厚狭西部地区

鋳物師屋、西山、野田、
鴨庄、山川、別府、松
岳畑、七日町・浴、厚狭
平原、片尾畑、山野井、
長友

○鋳物師屋、西山、別
府、松岳畑

○野田、鴨庄、山川
○七日町・浴
○厚狭平原、片尾畑、
山野井、長友

高 千 帆 地 区
西高泊、高須、大塚、
横土手、旭町、石井手、
角石、仁保の上、梅田、
大休、千崎、高畑

○西高泊、高須、大塚、
横土手

○旭町、石井手、角石
○仁保の上、梅田、大休
○千崎、高畑

「
地
域
計
画
」
策
定
の
た
め

地
域
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す

「
農
事
組
合
法
人

「
農
事
組
合
法
人
四四しし

本本ほ
ん
ほ
ん

松松ま
つ
ま
つ

」
が
発
足

」
が
発
足

四本松（石柱）
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下
限
面
積
要
件
の
撤
廃

　
以
前
は
、
新
た
に
農
地
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
3
条
第

2
項
第
5
号
の
規
定
に
よ
り
、
農
地
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
人
（
世
帯
員
を
含

む
）
の
取
得
後
の
農
地
面
積
の
合
計
が

30
ア
ー
ル
（
3
反
）
以
上
な
け
れ
ば
取

得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
要
件

は
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
と
他
の
仕
事
を

組
み
合
わ
せ
た
「
半
農
半
Ｘ
」
を
は
じ

め
、
多
様
な
経
営
体
が
農
業
を
担
う
者

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

農
地
の
売
買
、
貸
借
等
の
許
可
の
ポ
イ

ン
ト

（
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
全
て

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

【
全
部
耕
作
要
件
】

　
必
要
な
機
械
の
所
有
状
況
や
農
作

業
に
従
事
す
る
人
数
か
ら
み
て
、
申

請
農
地
を
含
め
、
所
有
し
て
い
る
農

地
又
は
借
り
て
い
る
農
地
の
す
べ
て

を
効
率
的
に
耕
作
し
て
い
る
こ
と

【
常
時
従
事
要
件
】

　
申
請
者
又
は
世
帯
員
等
が
農
作
業

に
お
お
む
ね
年
間
１
５
０
日
以
上
従

事
す
る
こ
と

【
地
域
と
の
調
和
要
件
】

　
申
請
農
地
の
周
辺
の
農
地
利
用
に

影
響
を
与
え
な
い
こ
と

農
地
の
転
用

農
地
の
転
用
と
は

　
農
地
を
、住
宅
、駐
車
場
、資
材
置
場
、

道
路
、
植
林
等
、
耕
作
以
外
の
目
的
で
利

用
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と
言
い
ま
す
。

　
土
地
の
所
有
者
本
人
が
利
用
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
4
条
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
売
買
に
よ
る
所
有
権
の
移
転

や
貸
借
等
の
権
利
を
伴
う
転
用
を
す
る

場
合
は
、
農
地
法
第
5
条
の
許
可
が
必

要
で
す
。

転
用
の
許
可
基
準

　
農
地
法
で
は
、
優
良
農
地
が
虫
食
い

状
態
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
市

街
地
に
近
接
し
た
農
地
や
生
産
力
の
低

い
農
地
等
か
ら
順
次
転
用
さ
れ
る
よ

う
、
転
用
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
許
可
基
準
に
は
、

【
立
地
基
準
】

　「
農
地
の
営
農
条
件
や
周
辺
の
市
街

地
の
状
況
か
ら
転
用
の
可
否
を
判
断

す
る
基
準
」

と【一
般
基
準
】

　「
転
用
の
確
実
性
や
周
辺
農
地
等
へ

の
被
害
防
除
措
置
の
妥
当
性
等
で
可

否
を
判
断
す
る
基
準
」

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
３
６
―
71
―
１
６
４
５
）
ま
で

　
令
和
6
年
2
月
23
日
に
市
民
館

で
、
山
陽
小
野
田
市
功
労
者
表
彰

（
一
般
表
彰
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
3
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

委
員
も
、
3
期
9
年
以
上
に
渡
り
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
担
い
手

不
足
の
解
消
な
ど
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
し
て
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
こ
と
か
ら
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

各
委
員
に
、
農
業
や
農
地
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

近年、遊休農地が太陽光発電に次々と置き換
わっており、自然エネルギーは大切ですが複雑
な心境です。

福田地区のお米は旨いと評判ですが、これから
後継者不足な中でどうするか、頭を悩ませてい
ます。

委員の中で最年長ですが、タブレットにも取り
組んでいます。これからも体調管理に気を付け
て、がんばります。

農
地
法
の
申
請
は
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
を

令和5年度　山陽小野田市功労者表彰令和5年度　山陽小野田市功労者表彰

木
村
　
芳
則
さ
ん

　
　
　
　（
浜
河
内
）

水
津
　
　
治
さ
ん

　
　
　
　
　（
福
田
）

篠
原
　
佐
二
郎
さ
ん

　
　
　（
石
井
手
第
二
）
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私
は
厚
狭
地
区
の
出
身
で
、
茨
城
県

の
大
学
へ
進
学
し
、
卒
業
後
は
書
籍
販

売
の
会
社
に
就
職
し
て
、
関
東
を
中
心

に
全
国
各
地
で
勤
務
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
30
歳
の
と
き
に
持
病
の
ク

ロ
ー
ン
病
が
悪
化
し
、
療
養
の
た
め
地

元
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
ン
病

と
は
、
脂
肪
分
を
採
る
と
腸
に
炎
症
が

起
き
る
指
定
難
病
で
す
。

　
こ
ち
ら
で
生
活
を
始
め
て
、
近
所
や

知
り
合
い
の
方
か
ら
物
を
あ
げ
た
り
、

も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、

改
め
て
山
口
の
人
の
や
さ
し
さ
を
身
に

染
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
と
ジ
ビ
エ
（「
ジ
ビ
エ
」

と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
狩
猟
で
採
っ
た
野

生
鳥
獣
の
肉
の
こ
と
）
と
の
関
わ
り

は
、
持
病
が
再
燃
し
た
際
の
入
院
中
に
、

「
ダ
ッ
ク
・
コ
ー
ル
」
と
い
う
鴨
猟
の
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
狩
猟
に

興
味
を
持
ち
、
猟
銃
の
免
許
を
取
得
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
地
元
の
猟
友

会
に
も
入
会
し
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
知
り
合
い
か
ら
シ
カ
肉

を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
鉄
分
が
多
く

低
脂
肪
の
肉
は
、
ク
ロ
ー
ン
病
を
患
っ

て
い
る
私
で
も
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
し
か
も
、
と
て
も
美
味
し
く

て
、
次
第
に
体
調
も
良
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
美
味
し
い
肉
で
も
、
県
西
部

で
は
シ
カ
が
増
え
す
ぎ
て
、
肉
の
処
理

に
も
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、

農
家
さ
ん
の
被
害
防
止
と
ジ
ビ
エ
肉
の

有
効
活
用
を
目
的
に
一
念
発
起
し
、
7

年
前
に
起
業
し
て
「
西
日
本
ジ
ビ
エ

フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
食
肉
加
工
販
売
所

を
立
ち
上
げ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ビ
エ
肉
を
使
用
し
た
餃
子
が
、
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
美
味
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
7
月
の
改
選
で
農
業
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。
就
任
し
て
最
初
の

活
動
は
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
で
し

た
。
炎
天
下
の
中
、
農
地
地
図
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
持
参
で
、
耕
作
や
不
耕
作

を
判
別
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
内
に
は
、

た
め
池
も
多
く
あ
り
、
農
作
物
や
稲
作

の
痕
跡
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
荒
廃
地

と
な
っ
た
農
地
が
多
く
、
残
念
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
会
っ

た
人
と
話
を
し
ま
す
。「
親
の
代
は
、
ビ

ワ
や
栗
、
柿
、
ゆ
ず
の
木
を
植
え
と
っ

た
の
じ
ゃ
よ
」
と
農
家
の
お
年
寄
り
か

ら
昔
の
話
を
聞
き
、
セ
ピ
ア
色
の
風
景

が
蘇
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
等
の
獣

害
が
農
家
の
人
を
困
ら
せ
て
い
る
話
を

聞
き
、
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

　
11
月
に
は
高
松
市
で
行
わ
れ
た
「
中

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
委
員
研
修
会
」
に

田
村
委
員
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

他
市
の
元
気
な
委
員
さ
ん
の
活
動
発
表

や
交
流
会
で
刺
激
を
受
け
、
私
も
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
全
国
農
業
新
聞
を
読
む
と
、
女
性
が

農
業
分
野
に
就
労
し
、
活
躍
し
て
い
る

記
事
を
多
く
見
ま
す
。
私
も
女
性
委
員

と
し
て
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
、
女
性

な
ら
で
は
視
点
で
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
各

地
区
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
私
の
地
区
の
ベ
テ
ラ
ン

委
員
さ
ん
が
退
任
さ
れ
た
た
め
、
私
が

跡
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
い
ざ
就
任
し
て
み
る
と
、

や
る
べ
き
仕
事
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
日
々
の
担
当
エ
リ
ア
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
に
加
え
、
夏
の
猛
暑
の
中
で
は
、

農
地
の
全
筆
を
調
査
す
る
農
地
利
用
状

況
調
査
、
そ
の
後
は
遊
休
農
地
の
意
向

調
査
を
し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
利
用

権
設
定
の
書
類
を
貸
し
手
と
借
り
手
の

家
に
持
参
し
て
回
収
し
た
り
、
耕
作
者

が
や
め
た
農
地
を
新
し
く
耕
作
し
て
く

れ
る
人
を
探
す
依
頼
と
か
、
次
々
に
委

員
の
仕
事
が
降
っ
て
く
る
日
々
で
す
。

　
私
も
農
業
を
や
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
少
し
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
化
学
肥

料
・
農
薬
を
一
切
使
わ
な
い
自
然
農
法

を
実
践
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
手
が

掛
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
委
員

会
か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事
も
た
ま
に
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
担
当
地
区
の
人

や
農
地
を
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
な

の
で
、
農
家
と
行
政
の
架
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員

池
田
　
直
美

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

野
村
　
勝
義

委

員

の

活

動

報

告

農
業
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
西
日
本
ジ
ビ
エ
フ
ァ
ー
ム
」
代
表

仲
村
　
真
哉
さ
ん
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私
の
担
当
地
区
は
、
厚
狭
北
部
の
中
山

間
地
域
で
、
過
疎
化
や
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
が
待
っ
た
な
し
で
す
。
戦
後
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
親

か
ら
米
一
粒
を
大
切
に
す
る
よ
う
育
て
ら

れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
地
域
の
美
し

い
田
ん
ぼ
は
暮
ら
し
の
風
景
の
一
部
で
し

た
。
し
か
し
、
農
業
が
よ
か
っ
た
の
は
昭

和
の
時
代
ま
で
で
、
そ
の
後
は
営
農
活
動

は
困
難
に
な
り
、
特
に
最
近
の
生
産
コ
ス

ト
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

農
地
が
荒
廃
す
れ
ば
、
農
地
の
持
つ
災
害

防
止
等
の
機
能
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
食

料
の
生
産
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
子
や

孫
の
世
代
に
ど
う
農
地
を
繋
い
て
い
く
か

を
国
民
全
体
で
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま

す
。

中
島
一
雄

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
が
進
み
、
担
い
手
不
足
が
一
段
と
進
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
食
と
農
」

に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
見
つ
め
直
す
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

て
感
じ
る
こ
と
は
、
遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
が
年
々
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
で

す
。
国
は
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
10

年
後
に
誰
が
ど
の
農
地
を
耕
作
す
る
か
を

描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
年
先
の
こ

と
も
わ
か
ら
な
い
農
家
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
の
抜
本
的
な
農
家
へ

の
支
援
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

緒
方
　
始

　

次
の
３
つ
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

　

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る

　

③
年
齢
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
る

　

保
険
料
の
額
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由

に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
終
身
（
生

涯
）
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
等
の
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

　
農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作り方

①	 ごぼう、れんこん、人参、さつまいもは一口大に切り、水にさら
してアク抜きをしておく。（人参は除く）

②	 しょうが以外の材料を電子レンジまたは蒸し器で蒸す。そのとき、
かぼちゃとブロッコリーは堅めに蒸す。

③	 しょうがをみじん切りにして、多めのごま油で炒め、香りがたっ
たら堅いものから加える。（さつまいも、ブロッコリーは除く）

④	 ③に調味料を加え、味を馴染ませて、さつまいも、ブロッコリー
を加える。

⑤	 お好みで、すりおろしたしょうがを加えても美味しいです。

材料（２人分）
ごぼう 1/2本
れんこん 小 1個
人参 1/2本
さつまいも 小 1本
かぼちゃ 少 量
ブロッコリー 1/2房
しょうが 1 かけ
（調味料）
砂糖 大さじ 1
しょう油 大さじ 2
みりん 大さじ 2
酒 大さじ 1
ごま油 少 々

農
業
委
員

中
島
由
紀
子

冬
の
根
菜
を
使
っ
た
ひ
と
品
で
す
が
、
四
季
を
通
じ
て
色
々
な
野
菜
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
作
っ
て
も
楽
し
め
ま
す
。（
た
ま
ね
ぎ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
え

ん
ど
う
等
）

編
集
後
記

農
業
者
の
た
め
の

農
業
者
年
金
制
度

加
入
資
格

保
険
料

終
身
年
金

担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

レシピ紹介

根
菜
の
し
ょ
う
が
焼
き
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